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沼南駅

佐四郎稲荷寳藏寺

　文化財が移動した例は他にもある。原市の
佐四郎稲荷（写真2）はその一つであり、新幹
線開通に伴う敷地整備のため現在の位置に移
された。
　佐四郎稲荷は、昭和56（1981）年にそれま
で南向きであったものが、5メートル移され
て西向きにされた。江戸時代に市場集落とし
て栄えた原市下町の氏神として、多くの人々
から信仰された神社である。慶長年間（1596～
1615）に原市に住んでいた坂巻四朗と遠藤佐
吉の2人が、病の治った御礼参りで伊勢神宮に
行き、帰り道に豊川稲荷にも参拝したおかげ

で無事に原市に帰ることができたため、これ
に感謝した坂巻家の裏山に稲荷神社を祀っ
たのが始まりという。そこで佐吉と四朗の名
を取り、佐四郎稲荷としたと伝わっている。
もう一つの説として、笠間稲荷の裏山に佐白
稲荷という神社があり、ここから分社したも
のともいう。
　また、寳

ほ う ぞ う

藏寺のらかんまき（写真3）も、新幹
線開通に伴って場所が移された文化財で、元
は境内の西側にあったものが現在の位置に移
植された。樹齢は500～600年と推定され、往
古から残されている貴重な樹木である。
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写真2　佐四郎稲荷神社

写真3
らかんまき

写真1　相頓寺三仏(市指定、中央が延命地蔵尊)


